
    

ウガンダウガンダウガンダウガンダ共和国共和国共和国共和国ルウェロルウェロルウェロルウェロ県県県県におけるにおけるにおけるにおける    

エイズエイズエイズエイズ孤児支援事業企画書孤児支援事業企画書孤児支援事業企画書孤児支援事業企画書    

    

    

    

エイズエイズエイズエイズ孤児支援孤児支援孤児支援孤児支援 NGONGONGONGO・・・・PLASPLASPLASPLAS    
PositPositPositPositive Living through AIDS orphans Supportive Living through AIDS orphans Supportive Living through AIDS orphans Supportive Living through AIDS orphans Support    



１１１１．．．．事業概要事業概要事業概要事業概要    

1111----1111．．．．事業名事業名事業名事業名    ウガンダ共和国ルウェロ県におけるエイズ孤児支援事業 

1111----2222．．．．事業期間事業期間事業期間事業期間    2008 年 8月～2010 年 9月 

1111----3333．．．．事業事業事業事業地地地地    ウガンダ共和国ルウェロ県 Galuwero 地域 

1111----4444．．．．事業事業事業事業目的目的目的目的    

    

活動地域のエイズ孤児を対象に、彼らが初等教育を受けられない状況を

解消することを目的とし、学校の教育環境の整備と健全な学校運営、エイ

ズ孤児への包括的教育の提供を目指す。 

2008 年より 2010 年までの間、教室不足が深刻な Luwero 県 Galuwero の

小学校 Basajjansolo Memorial Training Centre の３つの新規教室建設を

おこない、子どもたちが安心して初等教育を受けられる環境を整える。ま

た、建設活動に付随して、学校で行われるエイズ教育の充実への協力、そ

してエイズ啓発ワークショップなどを通じて地域への働きかけを通じて、

HIV/AIDS に関する正しい知識を広め、人々の HIV 新規感染を予防し、

HIV/AIDS やエイズ孤児への差別解消をはかることで、エイズ孤児の根本的

な問題であるエイズの問題にも歯止めをかける。 

1111----5555．．．．事業事業事業事業内容内容内容内容    ①小学校の新規教室建設（3教室） 

②地域住民を対象としたエイズ予防啓発ワークショップの開催。 

③小学校におけるエイズ教育充実への協力。 

1111----6666．．．．協力団体協力団体協力団体協力団体    ①Basajjansolo Memorial Training Centre (BMTC) 

②Basajjansolo Community Development Association (BACODA) 

1111----7777．．．．助成協力助成協力助成協力助成協力    株式会社ラッシュジャパン 

    

２２２２．．．．事業事業事業事業のののの目的目的目的目的・・・・成果成果成果成果    

２２２２－－－－１１１１．．．．事業事業事業事業のののの目的目的目的目的    

当会では、ウガンダ共和国Luwero県Galuwero地域において、エイズ孤児を対象に、彼らが

初等教育を受けられない状況を解消することを目的とする。 

 

２２２２－－－－１１１１－－－－１１１１．．．．小学校小学校小学校小学校のののの新規教室建設新規教室建設新規教室建設新規教室建設    

新教室の建設により、深刻な教室不足の状態が改善され、子どもたちが安全で快適な環境

下で教育を受けられるようになる。また、BMTCが将来にわたって多くのエイズ孤児を受け

入れるための基盤を作る。 

 

２２２２－－－－１１１１－－－－２２２２．．．．エイズエイズエイズエイズ予防啓発活動予防啓発活動予防啓発活動予防啓発活動    

地域住民へHIV/AIDSの基本的な情報を提供することにより、地域におけるHIV/AIDS予防啓

発をおこない、HIV/AIDSやエイズ孤児に対する差別を解消する。 



 

２２２２－－－－１１１１－－－－３３３３．．．．小学校小学校小学校小学校におけるエイズにおけるエイズにおけるエイズにおけるエイズ教育教育教育教育のののの充実充実充実充実    

同学校に通う子どもたちが、HIV/AIDSに関する正しい知識を効果的に学習できるよう、サ

ポートをおこなう。 

    

２２２２－－－－２２２２．．．．事業事業事業事業のののの目標目標目標目標とととと期待期待期待期待されるされるされるされる成果成果成果成果    

２２２２－－－－２２２２－－－－１１１１．．．．教室建設教室建設教室建設教室建設    

教室の基礎構造から屋根を含む上部構造までを、2008 年から 2010 年までの間、新規に 3教

室を建設する。教育環境が整備されることにより、子どもたちは安全な環境のもとで教育

を受けられるようになり、またさらに多くのエイズ孤児たちが教育を受けいれることがで

きる。 

    

２２２２－－－－２２２２－－－－２２２２．．．．エイズエイズエイズエイズ啓発啓発啓発啓発    

保護者や地域住民を中心にHIV/AIDSの予防啓発活動を行い、彼らの意識改革を図るととも

に、地域でのエイズ啓発活動の主体となる人物を育成し、地域住民による継続的なエイズ

啓発活動を目指す。また、子どもたちがHIV/AIDSに関する正しい知識を効果的に学習する

ことにより、家庭に戻った子どもたちから保護者へと、保護者から他の大人へと正しい情

報が伝わる、という二次的な効果を狙う。 

 

２２２２－－－－２２２２－－－－３３３３．．．．学校学校学校学校のののの健全健全健全健全なななな運営運営運営運営、、、、自立促進効果自立促進効果自立促進効果自立促進効果    

本事業地域では、後述する同地域が経験した歴史的な背景もあいまって、エイズ孤児が教

育にアクセスする機会が極端に少なく、さらにそれがさらなる貧困層を生み出す悪循環で

あることが認識され、これを断ち切ろうと有志によって同学校が設立された。本事業は彼

らを含めた同地域のボランティアを多く巻き込んで進めていく。 

2007年に新設した同学校は未だ教室が不足しており、今回の事業で行う教室建設を契機に

学校施設の整備をすすめ、学校の存在を地域に定着させ、生徒を増やすことを目指してい

る。生徒数が増加することで、支払い能力のある家庭から学費を徴収し、より多くのエイ

ズ孤児を就学させることができる。 

 

３３３３．．．．実施地域実施地域実施地域実施地域のののの現状現状現状現状とニーズとニーズとニーズとニーズ    

３３３３－－－－１１１１．．．．実施地域実施地域実施地域実施地域    

Luwero県Galuwero地域一帯、Basajjansolo Memorial Training Centre 

 

３３３３－－－－２２２２．．．．支援先支援先支援先支援先のののの抱抱抱抱えているえているえているえている問題点問題点問題点問題点とニーズとニーズとニーズとニーズ    

①①①① ウガンダのエイズウガンダのエイズウガンダのエイズウガンダのエイズ孤児孤児孤児孤児    

ウガンダ政府は初等教育における授業料の無料化を行っているが、エイズ孤児の多くは

遠い親類や非血縁者に保護されており、公立学校に通うために必要な制服代や学用品代、



給食費など他の費用を支払えない場合が多く、また保護者の中には彼らを学校に通わせる

意思が見られない場合もあるため、実際学校に通えないエイズ孤児が多くいる。そのため、

エイズ孤児たちにも通うことのできる学校と通学を支援することが求められている。 

 

②②②② 事業地域事業地域事業地域事業地域のののの歴史的背景歴史的背景歴史的背景歴史的背景とエイズとエイズとエイズとエイズ孤児孤児孤児孤児    

Basajjansolo Memorial Training Centreが位置するLuwero県は、1980年代に国内の混乱

の中で、多くの住民が同じウガンダ人により虐殺され、財産や家畜を奪われた上に、子ど

もを少年兵や性的搾取の対象として拉致されるという悲惨な経験をしている地域である。

20数年経過した今も、ストリートチルドレンやエイズ孤児を含む孤児は、引き取り先がな

いほど多く、たとえ引き取られたとしても、経済的な

問題から多くの子どもたちが学校に通えない、または

通えたとしても中退せざるをえない状況である。また、

運良く学校を卒業したとしても、その先の中等教育に

進むことは極めて難しく、子どもたちは職を得ること

も困難な中、路頭に迷うことになる。さらに、人々の

エイズ孤児に対する差別や偏見が状況をさらに複雑

にしている。人々のHIV/AIDSに対する誤った知識や認

識がエイズ孤児への差別や偏見を生み、エイズ孤児や

その保護者を地域の中で孤立させてしまう。 

 

③③③③ エイズエイズエイズエイズ孤児孤児孤児孤児のためにのためにのためにのために立立立立ちちちち上上上上がるがるがるがる地域地域地域地域のののの人人人人々々々々    

このような地域のニーズから、エイズ孤児たちが教育を受けられない状況をどうにか改

善しようと、有志の地元住民によってこの学校が設立された。現在は幼稚園及び小学校の

みで構成されているが、将来的には職業訓練所を併設する予定である。小学校高学年から

職業訓練を学校のカリキュラムに組み込むことで、卒業後に中等教育に進むことができな

くても、職を得たり、自分たちで職を創出したりできるようになる。このように自立した

生活を営んでもらうことが目的である。学校でのこのような取り組みは地域にも例に見な

い、とてもユニークな試みである。しかしながら、資金や人材の面で厳しい運営が余儀な

くされている。この学校は公立ではないため、国の支援を受けられない。エイズ孤児やス

トリートチルドレンが無償で教育を受けられるようにと設立されたが、教員を雇うために

も生徒から授業料を徴収せざるをえないという現実があり、現在はエイズ孤児だけでなく

非孤児にも一般的にオープンし、非孤児から学費を徴収するという形でどうにか運営して

いる。 

 

④④④④ エイズエイズエイズエイズ孤児孤児孤児孤児へのへのへのへの教育教育教育教育とエイズのとエイズのとエイズのとエイズの蔓延蔓延蔓延蔓延    

学校に通うことのできない子どもたちは、必要な知識にアクセスする機会が少ないまま



成長していくことで、彼ら自身もまたHIVに感染す

るリスクに晒される、エイズ孤児が新たなエイズ孤

児を生むという悪循環を引き起こす危険性がある。

このような悪循環に歯止めをかけるためにも、エイ

ズ孤児への教育の重要性を地域に訴えていく必要

がある。また、子どもたちへ効果的にエイズ教育を

行うことで、家庭に戻った子どもが日常の会話の中

で保護者達に正しい情報を伝えることができるの

みならず、彼ら自身がHIV/AIDSが次の世代に蔓延することを防ぐことができる。さらに、

HIV/AIDSやエイズ孤児への差別を解消するためにも、地域の大人にHIV/AIDSに関する正確

な情報を伝えることが急務とされている。 

    

４４４４．．．．事業実施内容事業実施内容事業実施内容事業実施内容    

４４４４－－－－１１１１．．．．実施地域実施地域実施地域実施地域のののの事前訪問事前訪問事前訪問事前訪問    

①①①①期間期間期間期間 2008年4月 

②②②②実施者実施者実施者実施者 PLAS調整員1名 

③③③③内容内容内容内容    

学校運営者、PLAS現地スタッフ、BACODAスタッフ、ローカルコミュニティと協議の上、本

事業国際ワークキャンプの実施を発案した。地域住民らの理解、コミュニティ・リーダー

に活動の承認を得て、協力を得られる体制を整えた。 

    

４４４４－－－－２２２２．．．．小学校小学校小学校小学校のののの新規教室建設新規教室建設新規教室建設新規教室建設    

①①①① 期間期間期間期間 2008年8月－2010年3月 

②②②② 実施者実施者実施者実施者 現地建設専門家を1名雇用、BACODA職員

2名、ウガンダ人ボランティア15名、PLAS調整員

3名、日本人ボランティア40名 

③③③③ 支援対象者支援対象者支援対象者支援対象者・・・・支援対象者数支援対象者数支援対象者数支援対象者数    Basajjansolo 

Memorial Training Centreの生徒約50名および

入学希望者約50名。 

④④④④ 内容内容内容内容    2008年8月－2009年3月、2009年4月－2009年11月、2009年12月－2010年9月のそれ

ぞれの期間に1教室ずつ新規に建設する。また、それぞれの期間に国際ワークキャンプ

を開催し、ボランティアや地域住民とともに建設作業を行う。 

    

４４４４－－－－３３３３．．．．エイズエイズエイズエイズ予防啓発活動予防啓発活動予防啓発活動予防啓発活動    

①①①① 期間期間期間期間 2008年9月、2009年3月、9月、12月、2010年3月、9月 

②②②② 実施者実施者実施者実施者 BACODA職員2名、ウガンダ人ボランティア15名、PLAS調整員4名、日本人ボラン



ティア40名 

③③③③ 支援対象者支援対象者支援対象者支援対象者・・・・支援対象者数支援対象者数支援対象者数支援対象者数 Galuwero地域の住民およそ500人 

④④④④ 内容内容内容内容    HIV/AIDSの基礎知識を講習会や演劇、歌などをによって地域住民に伝える。無料

のHIV検査及びカウンセリングの提供。医療機関の紹介など。 

    

４４４４－－－－４４４４．．．．小学校小学校小学校小学校におけるエイズにおけるエイズにおけるエイズにおけるエイズ教育教育教育教育のののの充実充実充実充実    

①①①① 期間期間期間期間    2009年4月－2010年9月    

②②②② 実施者実施者実施者実施者    BMTC教師4名、BACODA職員2名、PLAS調整員2名    

③③③③ 支援対象者支援対象者支援対象者支援対象者・・・・支援対象者数支援対象者数支援対象者数支援対象者数    Basajjansolo Memorial Training Centreの高学年の生徒

約50名。 

④④④④ 内容内容内容内容    HIV/AIDSの基礎知識を学習し、エイズに対する差別や偏見について考える。また、

教員がエイズ教育を効果的に行えるようサポートを行う。 

    

５５５５．．．．協力団体協力団体協力団体協力団体のののの概要概要概要概要とそのとそのとそのとその役割役割役割役割    

■Basajjansolo Memorial Training Centre (BMTC)■ 

[概要]3を参照。 

[役割]学校の運営、孤児の選定、授業の実施、課外授業の実施、ボランティアの確保。 

■Basajjansolo Community Development Association (BACODA)■ 

[概要]2003年に有志の地域住民により設立されたCBO(Community Based Organisation)で、地

域のエイズ孤児やストリートチルドレンへの等しい基礎教育の提供を目指し、BMTCを設立。 

[役割]BMTC運営サポート、学校建設準備（建設資材の一部提供、専門家のアレンジ等）、エイ

ズ啓発における地域の他団体・グループとの連携、ボランティアの確保、 

    


